
5　幼稚園の状況等

（1）幼稚園の入園状況

　幼稚園の入園年齢は学校教育法により、3歳児からですが、平成16年度から「構造改革特

区」の認定を受け、2歳児の受け入れが始まりました。この特区による事業は平成19年度で

終了し、20年度以降は各幼稚園が独自の子育て支援事業に取り組んでいます。

（平成21年5月1日）

定員　　3歳　　4歳　　5歳　　　計

私立幼稚園8園入園児 1，200 206 364 414 984

3～5歳児人口 462 530 584 1，576

3～5歳児人口に対する比率 446 687 7とλ9 624
（資料：学校基本調査、住民基本台帳）

（2）幼児教育の振興施策

保護者の費用負担の軽減と幼児教育の充実を図るため以下の補助を行っています。

①幼稚園就園奨励費補助

　幼稚園の3歳～5歳児の保護者の保育料負担の軽減を図るため、幼稚園就園奨励費補助を

行っています。

②幼稚園振興補助金

　幼稚園教職員の資質向上や幼稚園教育活動の充実を図るため、研修費や教材費、障がい児

教育に係る教材教具の整備・人件費等の経費に補助を行っています。

③幼稚園協会補助金

　幼稚園相互の協力と幼児教育の充実を図るため、協会の活動に対して補助を行っています。

④幼稚園就園準備金補助

　幼稚園が実施する満2歳児を対象とする子育て支援事業の保護者負担の軽減を図るため補

助を行っています。

（3）幼稚園の状況

幼稚園は市内に8園あり、いずれも学校法人が運営しています。

幼稚園名　　　園児数（人）　　幼稚園名　　　園児数（人）

広島天使 105 広島 148

広島大谷 90 大曲大谷 220

わかば 102 自由の森 143

かおり 68 大地太陽 108

合計 984

※園児数には毎日の登園でないキッズスクール等の児童数は含まれていません。馳

　　　　　　　　　　　　　　　　（平成21年5月1日現在、資料：学校基本調査）
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6　児童生徒数の状況

（1）児童・生徒数の推移

　児童・生徒数は地域により増減はあるものの、全市的には、幼稚園児童数が横ばい、小学

校児童数、中学校生徒数、高校生徒数が減少傾向を示しています。

幼稚園児、小中高生の推移
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幼稚園 小学校 中学校 高等学校

園数 学級 児童数 学校 学級 児童数 学校 学級 生徒数 学校 学級 生徒数

平成10年 8 45 1，008 10 132 3，851 6 75 2，469 3 84 3，377

平成12年 8 42 943 10 133 3，705 6 72 2，292 3 87 3，427

平成14年 8 41 885 10 133 3，718 6 68 2，130 3 82 3，159

平成16年 8 45 941 10 135 3，617 7 71 2，022 3 78 3，016

平成19年 8 51 1，171 10 139 3，596 7 74 2，144 3 78 3，016

平成21年 8 50 984 10 145 3，576 7 79 2，113 3 68 2，665

（幼稚園は3歳児以上、各年5月1日現在、資料：学校基本調査及び北広島高校、北広島西高校、札幌日大高校）

※幼稚園、中学校、高等学校には市外からの入学者も含む
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（2）小学校の状況

　現在市内には10校の小学校がありますが、

学校間の児童数の差が顕著になっています。

校区に新興住宅地を抱える大曲東小学校の

児童数が非常に多くなっており、最近では西

の里、北の台の児童数が宅地開発によって増

加しています。

　一方、昭和40年代に造成された北広島団

地内の小学校は児童数が減少し、1学年1ク

ラスの学校もあります。
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（平成21年5，月1日現在、資料：学校基本調査）

（3）中学校の状況

　中学校の生徒数から地域の児童数の多

寡が推量できます。

　小学校と同様に、大曲中学校の生徒数が

突出しています。
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（平成21年5月1日現在、資料：学校基本調査）
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7．放課後児童健全育成事業・子育て支援短期利用事業の状況

（1）学童クラブの状況

　小学校1～3年生の留守家庭児童の健全育成のため、小学校10校に対し9か所の学童クラ

ブを整備して受入人数の拡大を図ってきました。対象児童数が徐々に減少しているにもかか

わらず、入所児童数は増加し、現在では4人に1人の割合で入所しています。一部のクラブ

では定員を大きく超えたため、

待機児童が生じています。

　また、障がいを持った児童も

受け入れており、さらに、平成

19年度からは小学校4年生まで

の受け入れ拡大（週2日までを

6日へ）を実施しています。

学童クラブ入所数と入所割合
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（平成21年5月1日現在）

　◆学童クラブ別の児童数

　小学校の児童数と同様に、大曲東小学校の校区にある

大曲東及び大曲東第二の2か所を合わせた学童クラブ

の入所児童数が非常に多くなっていますが、西の里、北

の台の入所児童も増加しています。

◆学童クラブの開所時間　　（日曜・祝日は閉所）

区　分 平　　日　　　土曜日

通常登校日
下校時～

@18時00分
開所時間

学校休業日
8時30分～

@18時00分

8時30分～

@16時30分

　東部

　西部

　大曲

西の里

　広葉

北広島

北の台

大曲東

大曲東第二

0 50 100人

（資料；児童家庭課）

※学校休業日とは、夏休みや冬休みの長期休暇や開校記念日などです。
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（2）子育て支援短期利用事業（ショートステイ）の状況

　児童を養育している家庭の保護者が疾病等の社会的な事由、その他によって家庭における

児童の養育が困難となった場合に、一時的に児童養護施設で養育し、児童と家庭の福祉の向

上を図っています。

　利用できる期間は、原則7日以内で、止むを得ない事情があるときは、必要最小限の範囲

で延長することができます。

契約施設 児童養護施設 （社）聖母会天使の園

年度 平成18年 平成19年 平成20年

利用件数 8人　　延べ75日 4人　　延べ81目 4人　　延べ87日
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8　母子保健事業の状況

　妊娠から出産・育児に至るそれぞれの段階に応じた母子保健事業を展開し、母子保健の充

実を図っています。

（1）健康診査

①妊婦一般健康診査

　妊婦の健康管理のため、妊婦一般健康診査受診票および超音波検査受診票を発行し、必要

に応じて精密健康診査票を発行しています。

②乳児健康診査

　心身の異常の早期発見、離乳・育児・生活指導に適した3・6・10か，月児を対象として、小

児科医の健診や身体測定、育児・栄養・歯科相談を行い、発育・発達、母子関係等を把握し、

育児支援を行っています。

③1歳6か月児・3歳児健康診査

　心身の異常の早期発見、歯科、栄養、生活相談を行い、健やかな成長、育児を支援してい

ます。

④健診後の事後指導

　1歳6か月児・3歳児健診の結果、経過観察が必要な児童に対して、健診再来や訪問指導

等の個別支援を行うとともに、1歳6か月児健診における要経過観察児のフォロー（障がい

の早期発見、早期療育、発達促進）のため集団指導教室（あそび教室）を実施しています。

⑤フッ化物塗布

　虫歯予防のため、1歳から就学前までの幼児に歯科健診、フッ化物塗布、歯科相談を行っ

ています。

（2）保健指導

①マタニティスクール

　不安になりがちな初回妊娠の妊婦を重点に、妊娠・出産・育児に関する正しい知識の習得と

仲間づくりを目指し、妊婦体操や呼吸法、栄養指導などのマタニティスクールを実施してい

ます。

②マ二三ディスクール両親コース

　両親が協力して子育てできるよう、父親の育児体験談、沐浴実習などを中心に、父親も参

加するマタニティスクール両親コースを開設しています。

③マタニティスクールクラス会

　マタニティスクール参加者が出産後に再会する機会を作り、育児の仲間づくりを進めてい

ます。保育士が手遊びや歌、おもちゃ等の指導を行い、親同士が近況を語り育児不安を解消

するとともに、母子関係の確立を図っています。

　また、クラス会便りを発行し、クラス会以後も交流ができるようきっかけづくりをしてい

ます。

④育児交流会

　地域で孤立せずに育児ができるよう、母子保健推進員が中心になって地区会館などで、親

子交流の場をつくっています。

⑤出前健康講座
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　育児グループなどの依頼に応じて、保健師、栄養士、歯科衛生士などが出向き、健康につ

いての講座を開催します。

⑥育児相談

　電話や来所により、妊産婦や保護者からの育児に関する個別の相談を受けています。

⑦栄養指導・歯科指導

　適切な食生活習慣を確立するための栄養指導と、歯科保健意識の啓発や口腔の健康管理の

歯科指導を各種健診時に実施しています。

（3）訪問支援

①訪問指導

　乳児の育児不安の軽減や健康問題の解決を図るため、新生児及び乳児の全戸訪問（こんに

ちは赤ちゃん訪問事業）を行っています。訪問では育児相談や健康状況の確認のほか、スク

リーニングによる産後うっ病等の母の精神状態の把握や児童虐待の早期発見・予防に取り組

んでいます。

　また、こんにちは赤ちゃん訪問事業や乳幼児健診などの結果から支援や指導が必要な方に、

継続した家庭訪問を実施しています。

②母子保健推進員活動

　保健師と地域のパイプ役として妊婦・乳児への訪問、育児交流会等を行い、各種事業の案

内や親の話し相手となるなど、妊産婦の孤立化の防止を図っています。

　（母子保健推進員：30名）

　（4）医療費助成事業

①乳幼児等医療費助成事業

　中学校就学前までの乳幼児等の医療費を助成しています。

　自己負担額

　　・小学校就学前までの乳幼児は通院・入院とも対象：初診で受診する場合のみの費用（初診

　　　時一部負担金）として医科580円、粛科510円。ただし、市内医療機関での受診に限って

　　　初診時一部負担金はかかりません。

　　・小学生は入院のみ対象：市民税課、税世帯の場合は総医療費の1割（月額上限44，400円）、

　　　　　　　　　　　　　市民税非課税世帯の場合は初診時一部負担金として医科580円、

　　　　　　　　　　　　　歯科510肱ただし、市内医療機関での入院に限って初診時一部

　　　　　　　　　　　　　負担金はかかりません。

②ひとり親家庭等医療費助成事業

　ひとり親家庭の子ども（入院・通院費）と父、母（入院費のみ）の医療費を助成しています。

　自己負担額　・3歳未満児及び市民税非課税世帯の父、母、子：初診時一部負担金のみ

　　　　　　　・3歳以上で市民税課税世帯の父、母、子：医療費の1割を自己：負担

　　　　　　　　　（．月額上限　入院44，400円、通院12，000円）

③重度心身障害者医療費助成事業

　身体障害者手帳1・2級と内部障害の3級の方、療育手帳A判定か重度と診断された方及

び精神保健福祉手帳1級の方の医療費を助成しています。身体障がい及び知的障がいの方は

通院・入院とも対象で、精神障がいの方は通院のみが対象となっています。自己負担額はひ

とり親家庭等の医療費助成と同じ。
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母子保健事業の実施状況

分類
対　象 平成20年度

事業名 備考（事業内容等） 対象者数 受診者数 受診率等％

妊娠

妊婦一般健康診査
妊婦 373名

期 妊婦精密健康診査 （尿、血液、超音波等）

乳児健康診査 3・6・10か月児
平成20年度

o生数
延べ1，140名

健 （診察・身体計測・育児指導等を

N36回実施）
357名 実数369名 103．4

1歳6か月児健康 1歳6か月児 449名 432名
康 乳児

診査
（診察・身体計測・育児指導等を

N12回実施）
96．2

診

期●

3歳児健康診査 3歳児 454名 431名

（診察・歯科検診・育児指導等を
幼

年12回実施）
94．9

査

児期

健診後の事後指導 1歳6か月児 母子32組 母子28組

（集団指導のあそび教室を

N24回実施）
87．5

フッ化物塗布 1歳～就学前幼児 延べ723名

（フッ素塗布・歯科健診、指導を

年12回実施）

マタニティスクール 妊婦 延べ221名

妊 （妊娠・出産・育児に関する知識の提

沒凾�N5コース実施） 実数69名
娠期

マタニティスクール 妊婦と配偶者 年3回 84名
両親コース

（妊娠・出産・育児に関する知識の提

沒凾�N3回実施）
実施

（41組と妊婦2

l）

保
マタニティスクール マタニティスクールの修了者 69組 49組
クラス会

（手遊び等の指導、仲間作り等を年5

�ﾀ施）
72．1

健 育児交流会 乳幼児と保護者（救急救命講習、離 14回実施 延べ210組
乳食講話、赤ちゃん体操他）

実数90組

指 乳 すくすく広場へ協力 乳幼児と保護者（親子遊び、手作り 2回実施 延べ38組 地域子育て支援

幼 おもちゃ紹介、事故予防講話他） センター主催

導

児期

出前健康講座 小集団への健康教育 延べ61名

広報活動 乳幼児と保護者（市広報や 一

子育て支援センター情報誌に掲載） 一

育児相談 妊産婦・保護者 電話107件

（電話や来所による育児相談） 来所9件

低出生体重児 21名

訪 妊娠
訪問指導 低出生体重児・新生児・乳児・

@　妊産婦で必要な人
生後2か月ま

ﾅの乳児 延べ321名

問 ● 妊産婦他 延べ335名

支

乳幼

母子保健推進員活
妊産婦・乳児 妊婦 延べ561件

児 動 （妊娠期・乳児期に家庭訪問、また 乳児 延べ450件

援 期 地区で育児交流会）
育児交流会 210組 年14回

推進員28名委嘱 さわやか講座 21名 年3回
その 妊娠

母子健康手帳交付 母子健康手帳の交付 392名

他 期

（資料：健康推進課）
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9　青少年健全育成施策の状況

（1）青少年健全育成施策の展開

　青少年を取り巻く社会環境の変化にあわせて、地域や関係機関と連携しながら青少年の学

習や体験活動機会の拡充を図るため、次のような事業を展開しています。

事　業　名　　　　　　　　　　　事　業　趣　旨　　　　　　　実施数・連携機関等

創意発明工夫展

児童生徒の科学技術への興味関心を高め、日

岦ｶ活を豊かにしょうとする心情を養うことを目

Iに年1回開催

北広島市教育研究

?P33作品の出展

書写展

毛筆・硬筆を通して日本の伝統文化にふれな

ｪら、児童生徒の個性の伸長と豊かな情操を

{うことを目的に年1回開催

北広島市教育研究

?Q90作品の出展
社会教育事業

国際交流事業

地域に根ざした国際交流事業を推進し、市民

激xルの相互理解と友好親善、個性豊かなま

ｿづくりに寄与することを目的に、青少年の

h遣・受入等の交流事業を実施

国際交流協議会

mZ生派遣・受入

齊幕ﾆを隔年で実

{。（派遣12名・受

?Q1名・その他事

ﾆ15名）

フレンドリーセンター事業
心身障がい児・者と健常者とのふれあいや、ボラ

塔eィア活動として多様な交流事業を実施

野外活動1回

ｩ芸講座他12回

レクの森林間学園開放事

ﾆ
レクの森を活用した自然体験教室の開催 観察会5回（1，416

ｼ）

ワクワク公民館子どもまつり
子どもたちが実行委員となり公民館普及事業を

sう

中央公民館

P，000名参加

子ども演劇教室・発表会
演劇を通し子どもたちの情操を育む事業として

J催

参加者21名

ｭ表会200名

公民館事業

少年少女講座の開催 子どもたちへの学習・体験機会を提供する 13講座（306名）

家庭教育講座の開催 親を対象とした家庭教育の学習機会を提供する 4講座（276名）

世代間交流事業 家庭・地域を結ぶ世代間交流事業として開催 6事業（628名）

親子教室の開催 親子で楽しみながら子育てを学ぶ機会を提供 5事業（270名）

青少年健全育成大会の開

ﾃ
関係者が一一同に集い、共に考え行動する大会 H21年度81名参

ﾁ
青春メッセージ

`将来の大いなる志

中学生によるメッセージ発表の機会を提供する 各地区健筆協、市P

sA連合会ほか

健全育成事業

子育てテレホンサービス 24時間テープによる幼児、5歳児、小中学生を

ﾎ象とした子育て情報のテレホンサービス
H20年度84件

青少年健全育成に関する広

�E啓発活動

子どもに関する情報提供や非行防止啓発のた

ﾟ機関紙「きずな」の発行や、緊急情報はFAX

ﾉよる「子どもSC通信」により迅速に啓発を行う

きずな年4回発行

rC通信

g20　28回
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